
地域交流型シェアオフィス「そらや」
～空き家から生まれた、小さな幸せ～
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住宅開発による新築の増加



高齢化に伴う空き家の増加

空き家 129件 (空き家率約4.3％)

2015年（平成27年）時点



地域の空洞化



地域の活性化の３つの要素

❶ 人

❷ 賑わい

❸ 仕事



取り組み ①

拠点（ハブ）の設置
拠点

人

仕事賑わい



人は増えた方がいい。でも、外の人は…

どんな人か心配

地域コミュニティに
協力的ではない

地域の意識



取り組み ②

外の人への抵抗感を和らげる

交流



地域活性化に向けた取り組み

拠点

人

仕事賑わい

地域交流

① ②

町内 町外





遅くまで
うるさいんじゃないか

バーベキューとか
やるんじゃないか

拠点設置への不安

火事になったら
誰が責任とるんだ



あきや そらやから地域を元気に。

地域の人に愛着をもってもらう



完成までのながれ

■空き家所有者から寄付の申し出

■空き家活用の講演会
及び整備概要説明

■改修作業の開始
ワークショップ（3回）

■オフィススペース利用者募集

2019年6月「そらや」利用開始 ▲空き家改修ワークショップの様子

地域の人に愛着をもってもらう



Before After

「そらや」竣工



Before After

「そらや」竣工



そらやの運営モデル

交流拠点
空き家情報の収集・発信

イベント
講座 参加

雇用・サービス

オフィス利用者 起業・移住

移住（空き家他）
利用

利用・相談

住民



オフィス利用者の条件

・久山町が好き

・地域交流に前向き

・ビジネスを展開



集まったオフィス利用者

デザインやものづくり、農業、エネルギー、金融など

多様な分野から利用者が集まってくださいました。



利用者の会 結成

会社や事業の枠を越えて、
地域とつながる機会づくりを一緒に。



地域交流会の実施
令和元年９月

庄屋方組合
の皆さんとの交流会



地域交流会の実施
令和元年12月

「サロンあじさい」
の皆さんとの食事会





事業の効果

・利用者の自主性

・地域の協力性

・ネットワークの強化と拡大



利用者の自主性



利用者の自主性
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地域の協力性



ネットワークの強化と拡大



ネットワークの強化と拡大



空き家・起業相談（町内外）

ネットワークの強化と拡大



「問題」が地域の「話題」に！



のこれから



久山町・福岡デザイン専門学校「創造的人材育成事業」包括提携

ひさやまてらこや＋



FOODBOX
次世代就農者育成

西日本シティ銀行
久山養蜂場との商品開発・販路開拓

農業・商業の活性化



拠点

人

仕事賑わい

利用者

人

仕事空き家

Step1 Step2

役割の変化



地域交流型シェアオフィス「そらや」の特徴

❶ デメリットをメリットに

❷ 行政がつなぎ役

❸ 関係人口が生まれる仕組み



一年もしたらいなくなる
みんなそう思ってたけど
もう2年半もなるったい
すごいね！

庄屋方組合 忘年会（2021）



最後になりますが、私たちはコロナ禍を経験し、改めて人と
人とのつながりの大切さを認識する良い機会ではないでしょ
うか。

「人」と「人」が顔を合わせ、話をして、笑いが生まれる。

そらやの取り組みは、当たり前のことに目を背けずに、向き
合ってきた結果です。


